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 「わたしに聞け、正しさを求める人 主を尋ね求める人よ。あなたたちが切り出さ

れてきた元の岩 掘り出された岩穴に目を注げ。」   イザヤ書   51章19節‬ 

 

 10月になり、朝晩がだいぶ涼しくなってきました。虫の音も聞こえて、秋

が進んでいることを感じるこの頃です。9月に行われた感謝祭募金も、皆さん

のお祈りとご協力によって標的を超える結果を与えられ、感謝いたします。 

  

 さて、9月最後の日曜日、私は、名古屋小隊の召天者合同記念会に招かれて

行ってまいりました。54年前に名古屋小隊で信仰を持って以来、召天者記念

会に出席するのは久しぶりのことでした。記念会には、私がお世話になった

方々のご家族や親せきの方もおられましたので、50年前の出来事を思い出さ

せられる貴重な時間でした。中でも、私がイエス様を信じ、救われるためにど

うしたらよいか求めていた時、54年前の集会の中で、信じる決心のきっかけ

となった、救いの証しをされた若い女性のことは忘れられません。私はその方

の証しを聞いて、自分もイエス様を信じて救われたいと思ったのです。その時

の決心が今に至っていることを思うと、感謝の思いでいっぱいです。その方は

すでに天に召されましたが、今回の記念会では、その方の弟さんが出席されて

おり、私が救われた時の話を聞いていただくことができたことは感謝なことで

した。 

 また、前日の土曜日には、50年来の友人である二人の山繋がりの友達にも

会うことができました。私がイエス様を信じるきっかけとなったのは、北アル

プスで遭難しかけたことです。幸い、事故にはなりませんでしたが、今回、

会った友人の一人は、その時、ザイル（ロープ）でお互いの体を結んでいた仲

間でした。54年ぶりに当時の事を語ったところ、そういうことがあったか記

憶に残っていない、と言われました。しかし、私にとっては、その出来事がイ

エス様に導かれるきっかけとなり、結果的には、イエス様を信じ救われること

ができたのです。そして2年後には、献身して救世軍士官となる道備えとなっ

たのです。今回の名古屋小隊訪問は、冒頭の聖書で示されていることを体験す

る出来事となりました。 

 名古屋小隊には、八幡小隊の故吉村勘蔵さんのひ孫さんで、筒井恵子さん（広島

小隊）の御子息、筒井隆太さんがおられます。名古屋小隊では会計としてご奉仕さ

れていますが、この日は、インターネットを通じたＺoomで集会を配信されてい

ました。八幡小隊の関係者がここにもおられることに心強さを感じました。 

 冒頭に触れましたが、先月の感謝祭募金では、今年も多くの方々の協力をい

ただきました。募金に協力してくださった方々の中には、すでに天に召された

方々のご家族や友人、また職場関係の方々もおられます。長年にわたり、小隊

とのつながりを大切にしてくださっていることに、改めて感謝いたします。八

幡小隊でも来月11月9日に、召天者合同記念会を開催いたします。今から予

定に入れていただき、お誘いあわせの上、ご出席ください。ご家族、信仰の先

達を偲び、聖書の御言葉から恵みと力をいただき、また互いにお交わ

りの時をもちたいと思います。皆さんのご出席をお待ちしています。 
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「信仰の遺産の上に築く」 
（テモテへの手紙二１章14節） 

  

■八幡小隊 聖別会（礼拝）のご案内 

 毎週日曜日10：30a.m.    

毎週の聖別会は同時刻から始め、１時間ほど

の礼拝です。ぜひ、お出かけください。 

 ■聖別会のメッセージ・八幡小隊ホームページのご案内   

インターネット検索またはYouTubeの検索、救世軍八幡、また

は Salvation Army Yahata で視聴できます。  


